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【はじめに】 

 当院は2001年の開院時より、電子カルテを

中心としたＩＴ化を積極的に進めてきている。

代表的な例として、当院で開発したPCによる

インシデントレポート収集ソフト「どっきり！

ひやり」が、現在協和発酵キリン社のホーム

ページより無料配布されている。 



【どっきり！ひやり】 



 2012年、新たにFilemakerを用いた糖尿病患

者の情報管理ソフトを作成し、当院糖尿病管理

チーム（以下DMチーム）で使用した。更にソ

フトを使用した情報収集を基に、オリジナルの

指導用資料を作成、ベッドサイドで  i - Pad に

よる映像を多用した指導を行ない成果を上げて

いる。 

 今回、ソフトの構成と使用状況について報告

する。 



【透析室・DMチームの構成】 

• 透析室 

 40床（ HD + Online-HDF ） 

   患者数 140名 （ 在宅透析患者 1名 ） 

 糖尿病患者 62名 

 

• DMチーム 

 看護師3名・管理栄養士2名・透析ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ1名 

 （糖尿病療養指導士4名） 
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カード型ソフトの構成 

① 基本情報（既往歴・現病歴・合併症など） 

② 栄養（食事摂取状況・指示カロリーなど） 

③ 運動（運動処方・運動履歴・運動状況など） 

④ くすり（内服薬・インスリン：投与方法・
投与部位・スケールなど） 

⑤ 血糖コントロール（GAなど検査結果） 

 

• 印刷用ページ 

• 入力一覧 

• 指導進行状況一覧 

 



【個人カード：基本情報】 



【個人カード：基本情報】 



【個人カード：基本情報】 

この欄が入力一覧
に反映します 



【個人カード：栄養】 

赤枠を入力すると自動的に計算されます 

80 良好 



【個人カード：運動】 



【個人カード：くすり】 



【個人カード:印刷用】 



【入力一覧】 

既往歴や合併症などが一覧で確認可能 
患
者
名 



【レコード一覧】 

「眼科受診状況」 
を一覧表示 

患
者
名 



【指導進行状況一覧】 
指導項目 

網膜症・神経障害・腎症・インスリン 
SMBG・低血糖・シックデイ・高血圧 
脂質異常・栄養指導・運動療法 

患
者
名 

空欄をクリックし 
指導中 ・ 済み ・ 要再指導 ・ 不要 

から選択する 
指導の進行状況が一覧で確認可能 



【 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｿﾌﾄ使用結果 】 

• 62名の糖尿病患者の約46％が網膜症 

 

• 医師の指示、看護師の指導にも関わらず、
約43％の患者が過去１年以内に眼科を受診
していなかった 

網膜症・眼科受診の必要性について 
指導方法を再検討 



【眼科症状別の状況】 

網膜症 
31% 
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網膜症+白内障

+緑内障 
4% 
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約半数の患者が網膜症 



【眼科受診状況】 

１ヵ月毎 
9% 

～３ヵ月毎 
26% 

～６ヵ月毎 
20% 

～１年毎 
2% 

未受診 
43% 

担当医の指示にも関わらず 
４割以上の患者が1年以上眼科未受診 



【i-Padによる指導風景】 

• 文字が拡大できるので、
視力の低い患者にも説明
可能 

• DMチームでオリジナルの
指導用資料を作成 

• 鮮明な画像を使用するの
で説得力あり 



指導後の眼科受診状況 

１ヵ月毎 
9% 

～３ヵ月毎 
26% 

～６ヵ月毎 
20% 

～１年毎 
2% 

未受診 
43% 

１ヵ月毎 
13% 

～３ヵ月毎 
45% 

～６ヵ月毎 
23% 

未受診 

19% 

未受診 43％ → 19％ 

指導前 

指導後 



【まとめ】 

• データベース化により治療内容の変化や指導状
況などが容易に把握でき、多職種で構成された
チームが効率よく機能することが可能になり、
指導の継続性が保たれた。 

• ＰＣのネットワーク化により、複数の場所から
入力、閲覧が可能になり業務が円滑化された。 

• i-Padを使用した指導では、鮮明な画像を多用
することで説得力が増した事や、視力障害のあ
る患者には、文字や図を拡大する事ができるな
どの利点が多かった。 



【結語】 

データベース化やタブレットの使用により、 

業務の効率化と効果的な指導が可能になった。 
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